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(57)【要約】
　本発明は、凸面、および遠視用の第１度数を有する第
１視野部と、近視用の第２度数を有する第２視野部とを
有し、凸面の反対側にある凹面を含み、第１視野部と第
２視野部は累進帯なしでスムーズに接線形態で互いに連
結され、凹面の残りの部分ともスムーズに連結され、第
１、第２視野部の各々の半径線が第１、第２中心点に各
々収束して、前記凹面に含まれた連結面を介して第１、
第２視野部が接線形態で連結された非累進二焦点眼科用
レンズに関する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凸面、および
　遠視用の第１度数を有する第１視野部と、近視用の第２度数を有する第２視野部とを有
し、凸面の反対側にある凹面
　を含み、
　第１視野部と第２視野部は累進帯なしでスムーズに接線形態で互いに連結され、凹面の
残りの部分ともスムーズに連結されることを特徴とする非累進二焦点眼科用レンズ。
【請求項２】
　前記第１、第２視野部の各々の半径線が直線をなし、第１、第２視野部が連結点におい
て接線形態で接することを特徴とする、請求項１に記載の非累進二焦点眼科用レンズ。
【請求項３】
　第１、第２視野部の各々の半径線が第１、第２中心点に各々収束して、前記凹面に含ま
れた連結面を介して第１、第２視野部が接線形態で連結されることを特徴とする、請求項
１に記載の非累進二焦点眼科用レンズ。
【請求項４】
　前記連結面の直径がメガネ着用者の未拡張した瞳孔の直径より大きくないことを特徴と
する、請求項３に記載の非累進二焦点眼科用レンズ。
【請求項５】
　前記連結面の直径がメガネ着用者の収縮した瞳孔の直径より大きくないことを特徴とす
る、請求項３に記載の非累進二焦点眼科用レンズ。
【請求項６】
　前記第１、第２視野部が凹面を横切る平面に対して対称であることを特徴とする、請求
項１に記載の非累進二焦点眼科用レンズ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は眼科に関し、具体的には二焦点レンズのような多焦点の眼科用レンズに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　人間の眼筋肉は持続的に眼球の焦点力に力を加え、時間が経つほど眼球とレンズに永久
変形が生じる。このような変形による「マルチビジョン」効果のため、人が遠視と近視に
同時に焦点を合わせることが難しくなる。よって、マルチビジョンレンズの大半は二焦点
や累進焦点を中心に開発されてきた。
【０００３】
　二焦点レンズは度数が異なる二区域、具体的には近視用下部区域と遠視用上部区域に分
けられる。レンズ着用者らは近視区域と遠視区域との間の境界線で生じる当惑した「ジャ
ンプ」と「曲げ」に慣れている。
【０００４】
　一方、従来の累進レンズは、第１度数の遠視区域と第２度数の近視区域との間で度数が
徐々に変わる「累進帯」を有する。累進帯と近視区域と遠視区域の縁部には焦点強度が連
続して変わる混合区域がある。焦点強度が連続して変わるために「ジャンプ」現象はない
が、他の視野欠陥部に沿って乱視が生じたりする。
【０００５】
　マルチビジョンレンズの多くの長所にもかかわらず、レンズデザイナーは二焦点ライン
での所望しないイメージジャンプや狭い累進帯外での所望しないイメージ歪みを持続的に
解決しようと努力してきた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　本発明は、このような問題を考慮し、二焦点ジャンプ現象と一般の累進レンズでの乱視
を全て無くすレンズを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、遠視区域と近視区域との間の連結部において、度数の累進と分割線とイメー
ジジャンプとその他の光学収差のない軸対称の非累進二焦点眼科用レンズを提供する。
【０００８】
　遠視区域と近視区域がレンズの内側の凹面にのみ形成された第１、第２光学面からなる
。２個の光学面は共通接線面をなす連結点において連結線なしで互いに会うか、または両
方の光学面に全て共通に接する連結面を介して互いに連結される。連結点での２個の光学
面の共通接線連結や連結面を介した接線連結によって２個の視野部間にスムーズな通路が
生じ、そのために度数が円滑に遷移しつつも、遠視から近視やその反対側へのイメージジ
ャンプもない。
【０００９】
　また、連結面が第１、第２光学面の延長からなる固体形態の体積を横切る中心を過ぎて
連結面から直角に延びる線に中心を有する。この場合、連結面の直径がメガネ着用者の瞳
孔の直径より大きくないようにレンズをデザインする。メガネ着用者の瞳孔の直径より小
さく連結面を維持すれば、着用者が連結面を認識することなく２個の視野部間が円滑につ
ながり、度数差を大きく感じず、連結点でのイメージジャンプもない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１、第２光学面が連結点において連結された、本発明の実施形態によるレンズ
の平面図である。
【図２】図１のレンズの断面図である。
【図３】図１と同じ種類の第２レンズの断面図である。
【図４】第１、第２光学面が連結面を介して連結された本発明の他の実施形態による第３
レンズの斜視図である。
【図５】図４のレンズの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は非累進二焦点レンズ１０を内側から見た平面図における実施形態を示しており、
内側の凹面１１に屈折力が互いに異なる２個の表面である第１光学面１２と第２光学面１
４があり、両方の光学面は各々遠視区域と近視区域をなし、連結部分がスムーズにつなが
って凹面をなす。
【００１２】
　第１、第２光学面１２，１４は接触点１６を介して直接連結され、この接触点において
半径の大きい近視面１４と半径の小さい遠視面１２が余接（ｃｏｔａｎｇｅｎｔ）する。
よって、両方の光学面１２，１４は、レンズ１０の凹面１１では交差せず、レンズ１０内
部の共通の接線曲面を有する接触点においてのみ交差する。
【００１３】
　図２は、遠視用として短い半径Ｒ２と近視用として長い半径Ｒ３を有する光学面１２，
１４を示す側面図である。レンズの凸面１８は半径がより大きいが、図面には表示してい
ない。
【００１４】
　図３において、（Ｒ１、Ｘ１）で表示されたものはレンズ１０の凸面１８であり、（Ｒ
２、Ｘ２）で表示されたものは半径の短い凹面の遠視面１２であり、（Ｒ３、Ｘ３）で表
示されたものは半径の長い近視面１４である。
【００１５】
　本発明のレンズ１０は従来の累進レンズにあった累進帯を無くしており、これはアーチ
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態で連結するか、または従来の二焦点線を形成するようにオーバーラップして生じる二焦
点線やイメージジャンプも無くす。よって、本発明によれば、第１光学面１２の遠視面か
ら第２光学面１４の近視面に直接な遷移がなされる。
【００１６】
　図４は本発明の二番目のレンズ２０を示す。このレンズ２０の（眼球側の）凹面２１は
遠視区域をなす第１光学面２２と近視区域をなす第２光学面２４を有する。レンズ２０は
、光学的分析法を利用して視力欠陥を矯正する他にも、瞳孔間の距離、レンズ－角膜の距
離、レンズの（水平、垂直）傾き、眼科用レンズの最終厚さ、半仕上げレンズの変数であ
る前方曲率、屈折率、色収差、メガネフレームの大きさと形状および特殊目的のメガネに
最適化される。レンズは、顔面の形態、メガネフレームのデザイン、半仕上げレンズの変
数のような変数に関連した統計的データに基づいて汎用的に最適化される。
【００１７】
　本発明のレンズ２０の第１、第２光学面２２，２４は連結面２７を介して互いに連結さ
れ、この連結面２７は第１、第２光学面と連結面によって完成された部分の重心を通過す
る連結面の半径線Ｒｃに焦点が合わされる。すなわち、球の一部分である光学面が集まれ
ば球を形成し、楕円の一部分である光学面が集まれば楕円を形成する。
【００１８】
　図５は、第１、第２光学面２２，２４と連結面２７の関係を示す断面図である。連結面
２７は両方の光学面２２，２４をほぼ接線形態で連結する。すなわち、第１光学面２２の
半径線Ｒ２と第２光学面２４の半径線Ｒ３は連結面の半径線Ｒｃに沿った中心Ｘ２とＸ３
から延びる。
【００１９】
　このレンズ２０は所望の連結点（図示せず）において正確に接することができない第１
、第２光学面２２，２４の位置差をカバーする。２個の光学面の接線連結が容易でないレ
ンズのために、メガネ着用者の瞳孔より直径の小さい連結面２７を利用すれば、前述した
連結点があるものとほぼ同じ長所が取れる。場合によっては、連結面２７の直径が着用者
の拡張された瞳孔の直径より小さかったり、拡張されていない瞳孔の直径より小さかった
り、収縮した瞳孔の直径よりも小さかったりすることがある。
【００２０】
　本発明のこのようなレンズ１０，２０は、着用者の目が遠視区域と近視区域との間を動
かす時に過ぎ行く連結点や連結面で生じやすい光学収差を無くすという長所を有する。こ
のレンズは全領域での断絶や歪みを無くす。現在の二焦点累進レンズとは異なり、本発明
は累進帯を無くすことができる。
【００２１】
　本発明は、以上で説明した長所を有するレンズを製造する方法も提供する。第１ステッ
プとして、ＬＭＳ（ｌｅｎｓ　ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ）レイアウト
データを求める。このデータは、患者の屈折情報、半仕上げレンズの選択、メガネフレー
ム情報、フィッティング情報、特殊／職業情報などを含む。ＬＭＳ情報を具体的にフォー
マットした形態をＬＤＳ（ｌｅｎｓ　ｄｅｓｉｇｎ　ｓｙｓｔｅｍ）に送れば、ＬＤＳは
非累進追加レンズのためのＳＤＦ（ｓｕｒｆａｃｅ　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　ｆｉｌｅ）
をデザインして、特定の製作ラインの装備セッティング変数に関する情報と共にＬＭＳに
送る。このレンズはレンズでのＳＤＦ再生のためにＨＤフリーフォームジェネレータに配
置される。切削をしたレンズをフリーフォーム研磨器に送って完成した後、基準点とレン
ズ情報マーキングのために３Ｄレーザに送られる。レンズブロックを除去したレンズを洗
浄乾燥し、Ｒｘ変数、フィッティング条件、メガネフレーム条件、その他の職業変数のよ
うなレンズデザイン性能変数に合わせて表面検査をする。
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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月9日(2014.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凸面、および
　遠視用の第１度数を有する第１視野部と、近視用の第２度数を有する第２視野部とを有
し、凸面の反対側にある凹面
　を含み、
　第１視野部と第２視野部は累進帯なしでスムーズに接線形態で互いに連結され、凹面の
残りの部分ともスムーズに連結され、
　第１、第２視野部の各々の半径線が第１、第２中心点に各々収束して、前記凹面に含ま
れた連結面を介して第１、第２視野部が接線形態で連結されることを特徴とする非累進二
焦点眼科用レンズ。
【請求項２】
　前記第１、第２視野部の各々の半径線が直線をなし、第１、第２視野部が連結点におい
て接線形態で接することを特徴とする、請求項１に記載の非累進二焦点眼科用レンズ。
【請求項３】
　前記連結面の直径がメガネ着用者の未拡張した瞳孔の直径より大きくないことを特徴と
する、請求項１に記載の非累進二焦点眼科用レンズ。
【請求項４】
　前記連結面の直径がメガネ着用者の収縮した瞳孔の直径より大きくないことを特徴とす
る、請求項１に記載の非累進二焦点眼科用レンズ。
【請求項５】
　前記第１、第２視野部が凹面を横切る平面に対して対称であることを特徴とする、請求
項１に記載の非累進二焦点眼科用レンズ。
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